





































ないのは,国語科での ｢楽しむための読書｣ は,単独では取 り上げられない代わりに知的
な性格を帯び他の2つのタイプの読書に重ねられた結果ではないか｡
資料 1
小 学 校 中 学 校 高 校
Ⅰ (目標) Ⅰ (内容) (目標)
楽しんで読書をしようとする ･文章に表れているものの見方や考え方を理解し,自分のものの見方 ものの見方,感じ方,考え を広げたり深めたりする
Ⅱ (内容の取扱い)疑問に思った事などについて関係の や考え方を広くするo (内容の取扱い)
ある図書資料を探して読む ･必要な情報を集める○ 課題に応じて必要な情報を読み取り





事典など活用して必要な情報を読む について考え,自分の意見をもっこと･目的 て様々な文章を読み,必要な情報を集め 自分の表現に役立てる
注 小学校の Ⅰ,Ⅱ,Ⅲは,それぞれ第 1学年及び2年,第 3学年及び第4学年,第5学






























1,2年では ｢楽しむための読書｣という主となる目的 ･機能に合わせ,｢内容｣ のとこ
資料 2
小 学 校 中 学 校 高 校




Ⅱ (内容)いろいろな読み物の取扱 )読んだ内容などに関連した他の文章を読むこと,疑問に思っ 事などについて関係のある図書資料を探してむ


































小 学 校 中 学 校 高 校

















において ｢自分のものの見方,感じ方,考え方を広 く深 くするための読書｣に関わる態度
を上げ,更にこれに加えて2,3年では,｢目標｣に ｢疑問や課題の解決に必要な情報を
得るための読書｣に関わる意志 ･意欲をも合わせ取 り上げている｡高校になると,｢目標｣












小 学 校 中 学 校 高 校







6 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 No.46(2006年)
図書資料の系 読書の目的 .機能の系 態度の系 技能の系
小学校 I 易.しい読み物 Ⅰ 楽しむための読書 Ⅰ 楽しんで読書し Ⅰ 絵や写真を見
Ⅱ いろいろな読み物 Ⅲ 考えを広げ深めるため Ⅱ 幅広く読書しよ ます
Ⅲ 考えを広げ深める の読書 う
のに必要な図書課題解決するため図鑑や事典幅広く偏りがないような選定 課題解決のための読書 Ⅲ 考えを広げたり深めたりする態度を育てる読書意欲 日常生活での読書
中 Ⅰ 様々な種類の読書 Ⅰ 見方や考え方を広くす Ⅰ 見方や考え方を Ⅰ 様々な文章か
Ⅱ 様々な文章 るための読書 広げよう ら情報を集め
広く言語文化について .情報収集のための読書 Ⅱ 生活に役立て自 る読み方
学 Ⅱ 生活に役立て自己を向 己を向上させよ 目的意図に応じた
上させるための読書 う日常生活での読書 読み

















































3年の教材では,｢読書おすすめカー ド｣が作 られ, 1, 2年での読んだ本を紹介する




































































人 の悲劇 が描 かれ た他 の作 品の読み に発展 させ る過程 で,主人公 の生活 の追体験 を通 して
上記 のね らい に迫 る内容 の ものである｡二つ 目の教材 は,女 らしさ ･男 らしさを巡 る色 々
な見方や考 え方,人 間 らしさの魅力 , 自分 らしさの大切 さについて書 かれ た文章 の読み を
手始 めに,男女 の役割や関係, 自分 らし く生 きることをテーマ とした他 の本- と読み広 げ,
こ うした こ とをも とに 自分 らしさの発 見 につ なげ よ うとした教材 で あ る｡
2年 の教材 の一つ 目は,空想 の世界 に遊 ばせ ることをね らい とした もの,二つ 日は, 1
年 の三つ 目の教材 のね らい とも共通す る 自分探 しに関わ る内容 の ものである｡前者 は,描
導要領 では小学校 の 1, 2年の時期 を除 けば取 り上 げ られていない ｢楽 しむための読書｣
に関わ る内容 の ものであ り,資料 8にあるK社 の他 の読書教材 とは 目的の点 で異 な る｡不
思議 な虚構 の世界 を描 いた 日本 の現代作家 の作 品の読み に始 ま り,同傾 向の時代や地域が
異 なる他 の作 品- と読 み広 げ,不思議 で魅力 的 な世界 を様 々 に楽 しませ よ うとしてい る｡
また後者 では,現代人 の心のあ りよ うについて書かれ た心理学者 の文章,本 の読 み を手始
め に, 自己探求す る上 で手掛 か りを与 えて くれ そ うな内容 の本 を読み重ね,私 とは何者 か
について見方 を広 げた り深 めた りさせ る こ とをね らい としてい る｡



























































でい る｡ 4年 の教材 では,探索活動 が個人個人 のものか らグルー プ単位 での共 同のもの-
と発展す る とともに,その成果 も黒板 に掲示 し共有 し合 うよ うな内容 となってい る｡資料
探索の方法 に関 して も, これまでに 2年 ない し3年の教材 で知 りえた事項 の確認 に加 え,
図書 の分類番号及 び分類表 の ことが新 たに話題 として取 り上 げ られ てい る｡
5年 の教材 は, 4年の教材 での取 り組 みの発展 として,テーマの設定か ら資料収集,資
料 の整理,成果 の発表 に至 る,言わば調査 ･研究 に関わ る基本 的な過程 をグルー プ単位で
辿 るよ うな内容 となってい る｡ こうした調査体制 の整備 に呼応 し,資料 の収集場所 も博物
館 ,資料館- と拡大 してい る｡ 6年 の教材 は,指導要領 にある ｢読書 を通 して考 えを広 げ
た り深 めた りす るために,必要な資料 を選 んで読む｣ ことをね らい とし, 4年 と5年 の教
材 において共同の取 り組みを通 して学んできたことを,個々人で生かす よ うな内容 ともなっ
てい る｡各 自でテーマ を決 め,テーマ並びに 目的 に沿 った資料収集 がな され る｡資料探索
の方法 としては,図書館 司書- の相談, コンピューター による検索,出版 目録 の利用 が,
新 たに加 わ る｡
(3)読書技能 に関係 した教材
該 当す る読書教材 は,資料 11に概 要 を記 した高校 の 1教材 のみであった｡指導要領 の
｢様 々な古典や現代 の文章 を読み比べ る｣とい う記述 を直接 に受 けたものである｡近代の
小説 と作 品創造 のもとになった とされ る古典作 品 とを読み比べ,違い と違 いが生 じた理 由






















































振 り返 り,より良い読書が出来るよう読書の意識化に向けた取 り組みも大切にします｡
各学年で読書指導,利用指導をして,特に年度当初の導入指導については,全ての学
年で徹底します0-年間の読書目標の全員達成ラインは,低学年 60冊,中学年 50冊,













できた ｢子どもの本を読み合 う会｣(平成 11年に ｢本のたからぽこ｣ と名称変更)が,活
動の一つとして取 り上げたのが始まりで,平成 12年からは ｢読み聞かせボランティア｣
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冊の本を通して,感動を共有する学級集団づくりや,本を通してコミュニケーションの
場の広がりをつ くっていきました｡読み聞かせは,∴子どもと教師,子どもと地域■･保護
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や人気のある本は,その子のためにとって置 くことをしているだけで,そんなに取り立
てて大したことはしていません｡(73頁)
